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資料１
個別の指導計画の活用を図るシステムの構造図

校内における共通理解

◆個別の指導計画作成の意義についての共通理解
◆学習指導要領の趣旨の理解（自立活動の指導及び重複障害者の指導における規定
◆保護者、関係機関との連携を深めるための活用

個別の指導計画を作成し活用するシステムの改善・充実

◇教育課程上の位置付け、各指導計画との関連、整合性の検討、明確化
◇作成上の観点、内容、作成者（作成分担 、様式、作成時期等の明確化）
◇指導目標の評価方法、通知票、指導要録等との関連の明確化
◇作成業務の整理と分掌部の機能分担等の明確化
◇作成、検討、授業への活用のための会議の設定
◇保護者、関係機関からの情報収集と連携の在り方の明確化
◇個人情報の保護、整理と保管の方法
◇経年的な引継方法の明確化
◇作成上の工夫、改善

▼
各指導計画、評価、校内 保護者、関係機関、校内
研究等との関連に関する 個別の指導計画 教職員との連携に関する
事項 る事項

実態把握
・学級経営案 ・指導の経過、家庭生活
・各教科等の年間指導計 の様子、心理検査の活

画、各教科等の単元、 指導の目標の設定 用、学校生活の様子等
題材の指導計画との関 の把握
連 ・関係機関からの情報収

指導内容・方法の設定 集
・学級、学部、学校での

共通理解
・保護者との、指導目標

指導内容・方法等に関
する共通理解

・保護者の願いの受け止
め

・日常の指導記録の工夫 ・家庭との日常的な連携
・授業研究への活用 授業の設計、実施 ・ティームでの共通理解
・学習指導案との関連 及び授業への活用

・通知票等との関連 ・指導の経過、成果等に
・個別の指導計画の指導 個別の指導計画に 関する保護者への説明

目標、指導内容・方法 基づいた評価
の見直し

・引継への活用

（ 個別の指導計画の作成の必要性」木村宣孝（北海道立特殊教育センター知的障害教育室長）「
季刊「特別支援教育」平成13年№３ 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課編集）
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資料２

学習指導要領から授業までのフローチャート（流れ）

学習指導要領、教育課程編成基準・資料

○各教科の目標・内容
○授業時数

„

教育課程

○学校の年間指導計画
○指導内容
○授業時数
○指導の形態

„

指導計画

○年間 目標 内容
○学期 順序 教材
○月 方法 時数配当
○週 留意点
○単元 等

„
（個別化）

個別の指導計画

„

授 業

○児童・生徒理解
○教材・教具
○学習指導案
○指導技術
○指導時間・場所

（ 個別指導計画Ｑ＆Ａ （改訂版）東京都教育庁指導部心身障害教育教育開発指導資料集）「 」
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資料３
個別の指導計画作成の手順

〔個別の指導計画作成の手順〕 〔記入内容・留意点等〕

。家庭生活表 ・保護者に依頼して記入してもらう
必要な生育歴、生活環境や保護者

(1) 実態把握 や本人の願いを記入する。

学校生活表 ・日常生活や学校生活における指導
諸検査等の記録 上の課題、客観的な検査等の結果

を担任が記入する。

(2) 目標の設定 ・個人別指導目標をリストアップす
る。

・目標を検討し、優先順位を決定す
る。

(3) 指 年間の個別の指導計画表 各教科・領域別の年間指導
導 計画の作成
計 学期単位の個別の指導計

。画 画表 ・長期目標：１年間の目標を考える
。の ・単元毎の個別の指導計画を立てる

作 ２週間から１か月の期間 ・授業形態、場を決定する。
成 の個別の指導計画

保護者に提示し、共通理解を図る。

(4) 指導の展開（日常の評価） ・記録用紙を活用し、指導後の評価
を行う。

指導の実際 ・指導者間の共通理解を図る。
・日常の評価をもとに次時の指導計

画を立てる。
記録用紙の活用 ・保護者との連携を図る。

(5) 評 学期単位の個別の指導計 ・目標や達成度の評価をする。
画の評価 ・指導内容や方法を反省する。

・保護者へ報告し、説明する。
、 。年間の個別の指導計画の ・次学期 次年度の計画を作成する

価 評価

次年度の指導

（ 個別指導計画Ｑ＆Ａ （改訂版）東京都教育庁指導部心身障害教育教育開発指導資料集）「 」


